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パキスタンの山旅を愉しむ
フンザ＆ナンガパルバット＆カラコルムハイウェイ
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●カラコルム山脈を含むパキスタンの北部山岳地域には、

8000メートル峰世界14座のうちの5座、7000メートル峰120座のうちのほぼ半数が存在する。

地球上、高山比率がもっとも高いエリアである。

●「世界最後の桃源郷」「不老長寿の里」フンザは、ラカポシ、ウルタル、ディランと三つの名峰に

囲まれている。秘境の旅好きなら一度は訪れてみたい地である。

●ナンガパルバットの南壁、ルパール壁。標高差は4800メートル、まさに世界最大の氷壁である。

眼前に聳え立つ5000メートル近い壁を仰ぎ見る。この壁の高さはマッターホルンをゆうに越えているのだ。

◇第一部　パキスタンの基礎知識（魅力的で危険な山々/

　　　　　　　公用語、ウルドゥー語について/パキスタンでなにを食べるか/

　　　　　　　氷河について考える/テロ、危険回避のための注意事項etc.）

◇第二部　フンザ＆ナンガパルバット周遊トレッキング（全18泊19日の旅日記）

●書誌情報
書名：パキスタンの山旅を愉しむ　著者：柳谷杞一郎
仕様：四六判変形/並製/256ｐ/４C＆１C　定価：本体1600円+税　
ISBN：978-4-8441-3810-5 C0026

●プロフィール


